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　はじめに

ウツボ科魚類 Muraenidaeは日本国内で 10属

59種が知られており，そのうちウツボ亜科ウツ

ボ属 Gymnothoraxは 38種が報告されている（波

戸岡，2013；田代ほか，2014；小枝・秋田，

2017）．

ニ セ ゴ イ シ ウ ツ ボ Gymnothorax isingteena 

(Richardson, 1845)は韓国、日本からインドネシア

にかけての西太平洋に広く分布し（Allen and 

Erdmann, 2012; Smith, 2012；波戸岡，2013），日

本国内では八丈島，伊豆半島，紀伊半島，四国太

平洋沿岸，大隅諸島，琉球列島，および南大東島

より報告されている（南大東村誌編集委員会，

1990；波戸岡，1997；阪本ほか，2007; Motomura 

et al., 2010；波戸岡，2013；池田・中坊，2015; 

Koeda et al., 2016； 鏑 木，2016; Motomura and 

Harazaki, 2017；小枝・本村，2017）．

2007年12月に薩摩半島東シナ海沿岸の笠沙町，

2012年 2月 22日に大隅半島太平洋沿岸の内之浦

湾の定置網においてニセゴイシウツボがそれぞれ

1個体ずつ採集された．これらの標本は本種の鹿

児島県本土および九州からの初めての記録となる

ほか，写真の記録から本種が鹿児島県本土に広く

分布することが確認されたため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Böhlke (1989)にしたがった．

計測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこない，計

測値は全長または頭長に対する百分率で Table 1

に示した．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた

標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM: 

Kagoshima University Museum）に保管されており，

体色の記載に用いた生鮮時のカラー写真は，同館

の画像データベースに登録されている．

　結果と考察

Gymnothorax isingteena (Richardson, 1845)

ニセゴイシウツボ　（Figs. 1–2）

標本　KAUM–I. 7818，全長 936.6 mm，鹿児島

県南さつま市笠沙町片浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 

130°11′49″E），定置網，水深 27 m，2007年 12月，

伊東正英；KAUM–I. 45419，全長 967.5 mm，鹿

児 島 県 肝 属 郡 肝 付 町 内 之 浦 湾（31°17′N, 

131°05′E），定置網，水深 40 m，2012年 2月 22日，

山田守彦．

記載　体各部の全長および頭長に対する割合

（%）を Table 1に示した．体は伸長し，円筒形で

やや側扁する．背鰭起部は鰓孔より前方にあり，

肛門は体のほぼ中央部にある．上顎と下顎の長さ

はほぼ等しく口は完全に閉じられる．吻はやや丸

みを帯びる．体高は頭部から尾部に向かい低くな

る．歯は鋭く，切縁に鋸歯がない．主上顎骨に 1

列の鋭い歯が並ぶ．鋤骨歯は主上顎骨歯より小さ
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Fig. 1. Fresh specimens of Gymnothorax isingteena from the mainland of Kagoshima, Japan. Upper: KAUM–I. 7818, 936.6 mm TL, Kasasa, 
west coast of Satsuma Peninsula; Lower: KAUM–I. 45419, 967.5 mm TL, Uchinoura Bay, east coast of Osumi Peninsula.
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く，1列に並び，歯列長は主上顎骨のものより短

い．前上顎骨板中央部に 3本の鋭い歯があり，前

方の 2本に比べ 3本目は長い．下顎に 1列の鋭い

歯があり，先端部の 2対の歯は後方のものより明

らかに長い．

色彩　体色は KAUM–I. 7818では淡灰色である

が，KAUM–I. 45419では黄色がかった淡褐色を

呈し，いずれも黒色円形斑が散在している．黒色

斑の大きさや形状は多様で真円や楕円のほか，隣

り合う複数の円形斑が繋がり，馬蹄状を形成する

ものもある．黒色斑は頭部において密であり，背

部や尾部に比べて腹部ではまばらである．

KAUM–I. 7818では馬蹄状斑は少なく，尾部にわ

ずかにみられるのみ．馬蹄状斑は頭部では形成さ

れず，躯幹部の背部と尾部にのみ存在し，後方ほ

ど多くなる．口内にも黒色円形斑がみられる．鰓

孔は黒色で縁取られない．

分布　韓国，日本からインドネシアにかけて

の西太平洋に広く分布する（Allen and Erdmann, 

2012; Smith, 2012；波戸岡，2013）．国内では，八

丈島，伊豆半島大瀬崎，和歌山県田辺湾・白浜，

高知県浦戸湾，宿毛市沖ノ島，愛媛県愛南，種子

島，屋久島，奄美大島，沖縄島，伊江島，宮古諸

島，西表島，与那国島などの琉球列島，および南

大東島から報告されており（南大東村誌編集委員

会，1990； 波 戸 岡，1997；Senou et al., 2006; 

Senou et al., 2007；阪本ほか，2007; Motomura et 

al., 2010；三浦，2012；波戸岡，2013；池田・中坊，

2015; Koeda et al., 2016； 鏑 木，2016; Motomura 

and Harazaki, 2017；小枝・本村，2017），本研究

により鹿児島県内之浦湾および南さつま市の九州

南岸からも記録された．

備考　鹿児島県本土より得られた 2標本は，体

に比較的小さい真円，楕円，あるいはこれらが繋

がった馬蹄状の黒色斑がある，鰓孔が黒く縁取ら

れない，歯の切縁に鋸歯がない，および主上顎骨

KAUM–I. 7818 KAUM–I. 45419 
Total length (TL; mm) 936.6 967.5
As % of TL
 Head length (HL) 14.1 11.4
 Preanal length 48.6 48.2
 Trunk length 34.6 36.8
 Body depth at gill-opening 8.0 9.9
 Body depth at mid-anus 7.2 8.2
As % of HL
 Predorsal length 70.2 87.8
 Snout length 16.2 19.9
 Eye diameter 5.8 7.6
 Upper-jaw length 37.4 44.6
 Lower-jaw length 37.1 43.2
 Interorbital width 13.4 15.1

Table 1. Measurements of specimens of Gymnothorax isingteena from the mainland of Kagoshima, Japan.

Fig. 2. Live individual of Gymnothorax isingteena from Akime, Bonotsu, southern coast of Satsuma Peninsula, the mainland of Kagoshima, 
Japan. Specimen not retained. Photograph by J. Nakamura.
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に 1列の鋭い歯が並ぶことなどの特徴が Böhlke 

et al. (1999) や波戸岡（2013）の報告した G. 

isingteenaの記載によく一致したため，本種に同

定された．

ニセゴイシウツボは歯の切縁に鋸歯がない，体

には地色より濃い多くの暗色斑がある，鰓孔は黒

く縁取られないことなどの特徴で同属のヘリゴイ

シウツボ Gymnothorax fimbriatus (Bennett, 1832)に

似るが，体に真円，楕円，あるいはこれらが繋がっ

た斑紋がある（ヘリゴイシウツボでは丸くない不

規則な斑紋），吻はやや丸みを帯びる（やや尖る），

生時，頭部は黄色の粘液を被らない（被る）こと

から識別される（波戸岡，1997, 2013）．

岡田・松原（1938）や松原（1955），波戸岡（1984, 

1997）などによりニセゴイシウツボに長らく適用

されてきた学名である G. melanospilos (Bleeker, 

1855) は，Böhlke and McCosker (2001) により G. 

isingteena (Richardson, 1845)の新参異名とみなさ

れた．また，本種はウツボ類としては大型であり，

成長するにしたがって体の黒斑が相対的に小さく

なることが知られている（波戸岡，1997）．岡田・

松原（1938）や松原（1955），益田ほか（1975）

などでゴイシウツボ G. pescadoris として扱われ

た種は G. isingteena の大型個体であり，G. 

pescadoris は G. melanospilos（ 現 在 G. isingteena 

の新参異名とされている：Böhlke and McCosker, 

2001）の新参異名であることが報告されている（波

戸岡，1984）．

鏑木（2016）は，種子島東岸に位置する熊野

漁港から得られたウツボ科魚類の写真をヘリゴイ

シウツボとして報告したが，この個体の体側には，

体に真円形，楕円形，およびこれら繋がった黒色

斑がみられ，ニセゴイシウツボに同定された．小

枝・本村（2017）は種子島西岸から得られたニセ

ゴイシウツボ（KAUM–I. 88312，全長 1334.0 

mm）の胃から標準体長 247.5 mmのホオアカク

チビ 1個体（KAUM–I. 88313）が得られたことを

報告した．また，標本としては残されていないも

のの，2015年 11月 21日に鹿児島県南さつま市

坊津町秋目において，第 1著者によりニセゴイシ

ウツボが釣獲された（Fig. 2）．これまでに知られ

ていたニセゴイシウツボの分布は上述のとおりで

あるため，鹿児島県内之浦と笠沙から得られた標

本は，本種の鹿児島県本土ならびに九州沿岸にお

ける標本に基づく初めての記録であり，本研究に

より，ニセゴイシウツボが鹿児島県本土に広く分

布することが示唆された．
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